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• 国立高度専門医療研究センター ナショナルセンター

• 健全な次世代を育成する 医療と研究

国⽴成育医療研究センターってどんなところ
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唯⼀の国⽴⺟⼦病院 世界トップクラス



• 病床 490 床 （PICU20 床，NICU 21 床）

• 常勤医師 341人（+非常勤 53人）

⼩児科医 170⼈
• 入院患者数 平均 386人
• 新入院数 13,722人/年

• 手術 5,164 件/年
• 出産 2,100 人/年 （ハイリスク 70%）

病院の概要
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• 新規患者数 23,932 人/年 （紹介率 90%)
大学病院から紹介 1,323人
他の小児病院から紹介 323人 合計 1,646人（7%）

• 救急診療部 23,757 人/年 （1～3次，外傷も）

救急車 4,535 台/年
• 外来 平均 926 人/日

病院の概要
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6割は世田谷区など近隣からの軽症

一方，重症や難病も多い



高度医療 日本一の成育医療 を目指す

• 指導医 小児科専門医 110人

• レジデント 12~14人 x 5 学年→ 60~70人
仲間との連帯 → 人脈

• 濃密な研修 → 成長

成育のレジデント

一生ものの仲間を



• 成育医療を担う人材育成 成長を最大限支援

• 多くの機会を提供 大いに活用して欲しい

• 世界標準の医療

• 小児医療全般の知識，経験，技能

• 患者，家族，他の医療者と良好な関係

• チーム医療のリーダーに成長

• 専門医試験合格 ＝ 最低限 品質保証

教育の理念と⽬標

理
念

⽬
標
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• 救急診療 24時間 半数 common 
disease

• 基礎的 研修

1か月健診 院内 2000人/年
乳幼児健診 保健所

地域医療研修 医師会と提携 R1
連携・関連病院 10施設 R2 3か月

成育では難しい病気しか診ない︖

急性・一般

慢性・複雑

慢性・複雑

指導

急性・一般

慢性・複雑
急性・一般

指導

R3

R1

R2



病棟の診療体制 屋根⽡⽅式

診療部長・医長・医員

R3・フェロー

R1R1 R1

R2R2 R2

研修医研修医 研修医



R3R2R１
総診病棟総診病棟総診病棟

救急科地域医療救急

選択PICU総診外来

NICU放射線科

小児がん麻酔科

新生児室

地域医療

ローテーション

主な選択科： 感染症科，神経内科，循環器科，内分泌代謝科，アレルギー科，消化器科，
腎臓リウマチ膠原病科，こころの診療部，遺伝科，放射線科，研究所，海外を含めた外部施設



レクチャー・PALSシミュレーション

PALSシミュレーション ほぼ毎週 12:30～

• リーダー：病棟ローテ中のR1

• ファシリテーター：

シミュレーション係のR2,R3

• スーパーバイザー：ICU 中川Dr

ランチ セミナー （12:30~13:30 週 2~3回）

スタッフレクチャー，レジデントレクチャー， 症例検討会
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専⾨医試験に合格するための細かな指導
準備法の講義，症例要約指導，申請書の個人指導



働き⽅改⾰

• 非常勤 → 常勤 （2019/6～）

年休，夏期休暇，ボーナス，退職手当

• 当直 → 夜勤

• 夜勤日 夕方出勤，翌朝退勤
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成育での研修で叶えられることと
叶えられないこと

叶えられないこと叶えられること

一人で怖い思いを
することがない

多くの仲間・多く
の指導者

健診など一般的な
診療は少ない

複雑で重症な患
者層の診療

地域医療研修
成育単独の研修で不十分な部分を

カバーできる取り組み

• 八戸市立市民病院

• 大崎市民病院

• いわき市医療センター

• 魚沼基幹病院

• 国立病院機構金沢医療センター

• 静岡済生会総合病院

• 飛騨市民病院

• 国立病院機構福山医療センター

• 沖縄県立こども医療センター
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臨床研究医

• 2020年度に発足。2021年度から募集開始

• 7年コース，教育研修センター所属，規定の給与を支給

• 2年間は他のレジデント（専攻医）と同一

• 3年目から（社会人）大学院・研究所に属し，50％以上を研究に当てる

• 基本領域の専門医取得＋学位取得＋筆頭著者の英文論文2編
以上（症例報告不可）。 2階部分の専門医取得

小児科全体 成育 専攻

2021年度 4名 1名 研究所深見研 (分子内分泌)

2022年度 2名 1名 感染症科（＋研究所）

2023年度 2名 1名 研究所松本研 (免疫アレルギー)



どんなメンバーが集まっているの
出⾝校は︖ 出⾝地は︖ 初期研修病院は︖

レジデント終了後はどうなるの

15NCCHD   Ishiguro



昭和大学（3名）
慶應大学（2名）
順天堂大学（2名）
東邦大学（2名）
北里大学（1名）
杏林大学（1名）
群馬大学（１名）

小児科専門研修医（小児科レジデント）
出身大学（計40名） （順不同） 2023年4月1日現在

筑波大学（1名）
東京医科歯科大学（1名）
東京慈恵会医科大学（1名）
東京大学（1名）
防衛医科大学（1名）
横浜市立大学（1名）
埼玉医科大学(1名)

計19名

東北大学（2名）

大阪大学 (1名）

岐阜大学（2名）
信州大学（2名）
新潟大学（１名）
山梨大学（1名）
浜松医科大学(1名) 計7名

徳島大学（2名）
高知大学（1名） 計3名

熊本大学（2名）
大分大学（1名）
鹿児島大学（1名）
九州大学（1名）
宮崎大学（１名） 計6名

山口大学 (1名）

パラツキー大学（１名）
計１名



小児科専門研修医（小児科レジデント）
出身地（計40名） （順不同） 2023年4月1日現在

福岡県(1名)
熊本県(1名)
宮崎県(１名)
鹿児島県(1名) 計4名

東京都(11名)
神奈川県(4名)
千葉県(2名)
茨城県(1名) 計18名

愛知県(3名)
岐阜県(2名)
静岡県(2名)
石川県(1名)

計8名

台湾 (1名)

広島県(1名)(1

香川県(1名)(1
愛媛県(1名)名計2名

沖縄県(1名)

大阪府(2名)
兵庫県(1名)(1計3名

岩手県(1名)

北海道(1名)



東京医療センター（3名）
虎の門病院（2名）
筑波メディカルセンター病院
千葉大学医学部附属病院小児科
東京ベイ浦安市川医療センター
千葉労災病院
亀田総合病院
西埼玉中央病院
国立国際医療研究センター
東京慈恵会医科大学葛飾医療センター
順天堂大学附属練馬病院

小児科専門研修医（小児科レジデント）
出身臨床研修病院（計40名） （順不同） 2023年4月1日現在

仙台市立病院
大崎市民病院 計2名

姫路赤十字病院

岐阜市民病院
聖隷三方原病院
名古屋第二赤十字病院 計3名

長崎大学病院
熊本赤十字病院 計2名

手稲渓仁会病院（2名）

沖縄県立南部医療センター・こども医療
センター（3名）
沖縄県立中部病院
中頭病院 計5名

板橋中央総合病院
自衛隊中央病院
都立広尾病院
練馬総合病院
杏林大学医学部付属病院
日本赤十字社医療センター
昭和大学藤が丘病院
横浜労災病院

計22名



卒業⽣の進路

成育

32人
45.7%

その

他…

大学

20人
28.6%

一般病院

12人
17.1%

その他…

単位：人、％

合計70⼈

2013-2017年

2022年度2021年度2020年度2019年度
5人8人9人成育 5人

救急診療部 2こころ 3小児がん 2小児がん 3
総合診療科神経内科 2救急診療部 2新生児科

NICU放射線診断科内分泌代謝科神経内科

神経内科救急診療科感染症科

総合診療科神経内科

アレルギー

循環器科

3人01人大学 3人
京都大東京大千葉大

東北大昭和大

埼玉医科大慈恵医大・リハ科

2人2人3人
一般・小児 病院
2人

都立小児医療センター・感染症
あいち小児保健医療総合
センター

長野県立こども病院・新生児あおぞら診療所・松戸

都立多摩総合医療センター
精神科

福岡市立こども日赤医療センター賛育会病院

ほっちのロッヂ（在宅）

2人1人0その他 1人
JAICA国立精神神経国立精神神経

美容外科



レジデント旅⾏
最近はコロナ禍のために休止していますが・・・ 再開したいですね

2019年2016年



卒業式



2022年度卒業式



2023年度新⼈歓迎会



2023年度新⼈歓迎会
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応募者数

暫定プログラム制

機構指定プログラム制2015年まで複数受験 選考試験8月
2016年度から1施設のみに登録

1.14 倍
1.57 倍



⼀緒にこれからの
⼩児医療について
考えてみませんか

⼦どものために
その家族のために︕

2015.4.1     13:05-13:20

国立研究開発法人


